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平成29年度　社会福祉事業決算報告

平成29年度　貸借対照表 平成30年３月31日現在

　 平成29年度における板倉町社会福祉協議会の決算及び事業内容は、次のとおりでしたのでご報告
いたします。今後とも、ご理解ご協力をお願い申し上げます。

収入合計
335,745,907円

介護保険事業収入
161,118,099円

受託金収入
58,344,270円

前期末支払資金残高
32,378,022円

補助金収入
42,082,414円

事業収入
8,694,759円

会費収入
4,010,000円

保育事業収入
17,328,400円

その他の活動収入
11,789,943円

支　出

支出合計
335,745,907円

人件費支出
203,537,170円

事業費支出
68,300,698円

その他の活動支出
7,043,900円

事務費支出
21,377,972円

貸付事業支出
70,000円

共同募金配分金事業費
3,356,755円

助成金支出
870,000円

負担金支出
185,941円

固定資産取得支出
534,140円

当期末支払資金残高
30,469,331円

収　入

(単位:円)

資産の部
当年度末 前年度末 増減

流動資産 51,015,539 54,495,160 △ 3,479,621
現金預金
事業未収金
未収金

23,831,342
25,673,471

1,510,726

26,735,338
25,538,096

2,221,726

△ 2,903,996
135,375

△ 711,000
固定資産 189,896,790 202,568,142 △ 12,671,352
基本財産 61,379,287 63,616,175 △ 2,236,888

基本財産特定資産
建物

1,000,000
60,379,287

1,000,000
62,616,175

0
△ 2,236,888

 その他の固定資産 128,517,503 138,951,967 △ 10,434,464
建物
構築物
機械及び装置
車輌運搬具
器具及び備品
退職手当積立基金預け金
板倉町社会福祉基金積立資産
板倉町社会福祉協議会基金積立資産
施設・設備整備積立資産
リサイクル預託金
貸付事業貸付金

4,227,546
1,101,248

2
67,247

4,131,040
95,769,760
10,000,000

0
12,038,602

39,510
1,142,548

4,521,982
1,329,180

2
268,950

4,527,033
94,486,160
10,000,000
10,000,000
12,438,602

39,510
1,340,548

△ 294,436
△ 227,932

0
△ 201,703
△ 395,993
1,283,600

0
△ 10,000,000

△ 400,000
0

△ 198,000
資産の部合計 240,912,329 257,063,302 △ 16,150,973

負債の部
当年度末 前年度末 増減

流動資産 28,547,208 29,215,138 △ 667,930
事業未払金
未払費用
預り金
職員預り金
前受金
賞与引当金

12,478,614
5,830,707

264,382
1,972,505

0
8,001,000

13,945,980
5,204,861

651,539
2,299,758

15,000
7,098,000

△ 1,467,366
625,846

△ 387,157
△ 327,253

△ 15,000
903,000

固定負債 95,769,760 94,486,160 1,283,600
退職給付引当金 95,769,760 94,486,160 1,283,600

負債の部合計 124,316,968 123,701,298 615,670
純資産の部

基本金
第３号基本金

基金
板倉町社会福祉基金
板倉町社会福祉協議会基金

国庫補助金等特別積立金
その他の積立金

施設･設備整備積立金
次期繰越活動増減差額
(うち当期活動増減差額)

1,000,000
1,000,000

10,000,000
10,000,000

0
11,392,500
12,038,602
12,038,602
82,164,259

△ 16,376,643

1,000,000
1,000,000

20,000,000
10,000,000
10,000,000
11,782,500
12,438,602
12,438,602
88,140,902

△ 26,017,387

0
0

△ 10,000,000
0

△ 10,000,000
△ 390,000
△ 400,000
△ 400,000

△ 5,976,643
9,640,744

純資産の部合計 116,595,361 133,362,004 △ 16,766,643
負債及び純資産の部合計 240,912,329 257,063,302 △ 16,150,973
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１．社会福祉活動の啓発宣伝
　◆�社協活動の住民周知及び活動の理解を得るために、社協だより（年４回）

を発行し啓発に努めた。
　◆�社協のホームページを更新し新たな情報を提供するとともに、町民以

外にも社協の事業への理解を図った。
　◆�いたくら福祉まつりを開催し、福祉関連事業の趣旨普及に努めた。
２．社会福祉の拡大と助長

（１）低所得者対策
　◆�生活福祉資金（県委託）

生活福祉資金は、低所得者世帯及び障害者世帯、高齢者世帯に対して
必要な資金を低利子あるいは無利子で貸し付けるもので、この利用に
より独立自活に必要な生活面での援助を行った。また、貸付者へ訪問
調査と償還指導を実施した。　新規貸付１件　訪問調査３回

　◆�生活困窮者自立支援事業
「経済的に困窮し、最低限度の生活を維持できなくなるおそれのある」生
活困窮者に対して、生活や就労等の相談支援を行った。　相談件数１件

　◆�小口生活資金（町社協）
低所得者世帯に対し、緊急かつ一時的に必要な生活資金を貸し付ける
もので、資金の貸付により低所得者世帯の生活の助長安定を図った。
また、貸付者への訪問調査、償還指導を行った。
新規貸付４件　訪問調査５回

（２）高齢者・身体障がい児（者）福祉の増進
　◆�地域支援事業の実施（地域包括支援センター、在宅支援センターと共催）

高齢者の閉じこもりと介護予防を目的としたサロンの普及と運営への
協力。（13ヶ所）
高齢者を対象とした介護予防事業（アクティブ教室）の実施。
実施回数　16回　参加者延べ人数　277名

　◆�介護用品の貸出
高齢者等の肉体的・精神的苦労の軽減を図るため介護用品を無償で貸
出した。　車椅子　18件

　◆�福祉車両（車いす仕様車）の貸出
車いすを必要とする障がい者及び高齢者等への移動の援助として福祉
車両を無償で貸出しを行った。　64件

　◆�配食サービス事業
ボランティアみずほ会及び個人ボランティアの協力を得て、一人暮ら
し高齢者等への配食サービスを毎月１回実施した。
利用者　59名　延べ人数　717名
一人暮らし高齢者世帯等へ、おせち料理を宅配した。 世帯数　97世帯

　◆�ダイヤモンド婚式・金婚式合同祝賀会
福祉センターを会場に、ダイヤモンド婚式及び金婚式を迎えたご夫妻
に、記念品の贈呈と祝賀会を行った。
ダイヤモンド婚式　10組　金婚式　24組

　◆�クリスマスのつどいの開催
在宅障がい児（者）及びその家族を交えて、「クリスマスのつどい」を
開催した。

　◆�視覚障がい者音読サービス事業の実施
視覚障がい者等に対し、ボランティア「声のリボン」の協力を得て、
町広報誌及び社協だより等の音読ＣＤを貸出した。

　◆�思いやり福祉サービス事業
介護保険制度を受けていない高齢者や障害者で、日常生活においての

軽微な支援が必要な方に対し、協力会員による有料のサービスを行っ
た。利用会員数　12名　協力会員数　12名　延べ利用者数　206名

　◆�手話奉仕員養成講習会（館林市・板倉町・明和町合同）
開催日数　25日　参加者　２名

（３） 児童福祉の増進
　◆�板倉町学童保育対策事業管理運営（町委託）
　　板倉町北学童クラブ・みつばち学童クラブ
　◆�社会福祉協力校（北・東・南・西小学校・板倉中学校・板倉高校）の

活動に協力援助した。
　◆�一円玉福祉募金（年２回：７月、12月）　実績額　45,305円　

（４）福祉人材の育成
　◆�大学等の社会福祉実習生を受け入れ、実習活動に協力した。

（５）福祉関係団体への協力と援助
　◆�８団体（遺族会、老人クラブ連合会、みずほ会、入浴サービスやすらぎ会、

母子寡婦会、心身障害児（者）療育父母の会、ボランティア連絡協議
会、朗読ボランティア「声のリボン」）の事務及び活動への協力と援助
を行った。

　◆�遺族会の昇殿参拝事業及び町戦没者追悼式への協力など、戦没者の慰霊、
遺族援護活動を行った。

　◆�町民や社協等とのパイプ役として活躍する、民生（児童）委員の活動
への協力を行った。

（６）ボランティアセンター事業運営の強化
　◆�みずほ会、やすらぎ会、ボランティア連絡協議会、朗読ボランティア「声

のリボン」の活動への援助を行った。
　◆�ボランティア保険への加入促進、視察研修等の支援を行った。
　◆�ボランティア需給のコーディネート活動を行った。
　◆�芸能ボランティア活動への協力を行った。　　
３．募金運動の推進

（１）赤い羽根共同募金の推進
　◆�赤い羽根共同募金[10月１日から12月31日]　実績額　1,942,811円
　　12月８日、板倉高校生と街頭募金実施

（２）歳末たすけあい運動の推進
　◆�歳末たすけあい運動[12月１日から12月31日]　実績額　1,751,400円
　　施設慰問及び町内配分を行った。

（３）福祉バザーの実施
町民の温かい理解と協力により福祉バザーを実施した。
売上総額　656,480円

４．福祉サービス利用支援事業
（１）日常生活自立支援事業
　◆�認知症高齢者・知的障がい者・精神障がい者等判断能力の低下から日

常生活に支障をきたす方に対し、契約により福祉サービス利用のため
の支援や、日常的金銭管理及び指導を行った。

　　利用者　８名　支援員　６名
５．指定管理事業

（１）板倉町総合老人福祉センターの管理運営（町委託）
（２）板倉町デイサービスセンターの管理運営
（３）板倉町障害者生産活動センターの管理運営（町委託）
（４）板倉町障害者デイサービスセンターの管理運営（町委託）
６．板倉町社会福祉協議会独自事業

（１）小規模多機能施設「えがお」の経営

平成29年度　板倉町社会福祉協議会事業報告書
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小規模多機能施設「えがお」
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　板倉町デイサービスセンターは、在宅で日常生活に介護が必要な高齢者に通所していただき、入浴や
食事、 レクリエーション、リハビリ等の介護サービスを提供する施設です。
　住み慣れた地域、ご家庭で暮らしながら、日中を有意義に過ごしていただき、孤独感の解消や心身機
能の維持向上を図ります。
また、介護されるご家族の負担を軽くしたり、ご家庭での介護知識・技術の向上を図ることも目的とし
ています。

見学受付中です。お気軽に来所ください！
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小規模多機能施設「えがお」
　６月12日（火）あしかがフラワーパークに行って来ました。天
候は曇りでしたが、菖蒲・紫陽花と季節のお花も輝いてとても
綺麗でした。個人ボランティアさんや民生児童委員さんにボラン
ティアで参加して頂き、ご利用者一人一人が安全に安心して、園
内を散策することができ、笑顔の１日となりました。

　６月25日（月）、７月28日（土）そば道場の皆様のご協力を得て
「そば会」を行いました。手打ちそばが食べられるというこうとで、
ご利用者からは毎年楽しみにしているとの声が多く聞こえてきま
す。今後も利用者の為に続けて行きたい行事の一つとなっており
ます。そば道場の皆様よろしくお願いいたします。

小規模えがおブログ　更新中!!
★http://itakuraegao.blog87.fc2.com/

御利用者のえがおが満開です

あしかがフラワーパーク
お花が綺麗でした

そば会 そば道場の皆様

ありがとうございました
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６
月
15
日
に
栃
木
県
大
平

山
の
﹃
あ
じ
さ
い
祭
﹄
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
日
は
あ

い
に
く
の
小
雨
で
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
人
々
が
あ
じ
さ

い
を
見
に
訪
れ
て
お
り
、
私

た
ち
も
カ
ッ
パ
を
着
用
し
て
、

あ
じ
さ
い
坂
を
登
り
ま
し
た
。

青
や
白
や
ピ
ン
ク
な
ど
様
々

な
あ
じ
さ
い
が
雨
に
濡
れ
一

段
と
綺
麗
で
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
ま
こ
も

馬
作
り
を
７
月
３
日
に

実
施
し
ま
し
た
。
今
年

も
多
田
益
一
郎
さ
ん
と

橋
本
光
男
さ
ん
に
ご
指

導
し
て
い
た
だ
き
、
苦

戦
し
な
が
ら
も
み
ん
な

で
協
力
し
、
最
後
に
多

田
さ
ん
に
手
直
し
し
て

頂
い
て
上
手
に
作
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

後
日
、
近
く
の
川
へ

行
き
み
ん
な
の
願
い
を

込
め
て
、
ま
こ
も
馬
流

し
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
野
菜
の
栽
培
・
収
穫
・
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。
６
～
７
月
に
は
じ
ゃ
が
い

も
を
収
穫
・
販
売
し
、
現
在
は
次
の
販
売
に

向
け
て
ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
オ
ク
ラ
・
ピ
ー
マ

ン
・
青
と
う
が
ら
し
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
収
穫
し
た
野
菜
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
売
店

に
て
販
売
を
い
た
し
ま
す
。

　

６
月
14
日
に
大
泉
町
に
あ
る
味
の
素

の
工
場
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
工

場
内
で
は
普
段
よ
く
目
に
す
る
食
品
や

業
務
用
の
デ
ザ
ー
ト
等
、
様
々
な
食
品

を
製
造
し
て
い
ま
し
た
。

　

製
造
ラ
イ
ン
の
見
学
が
始
ま
り
一
同
、

興
味
津
々
な
様
子
で
中
を
覗
い
て
い
る

と
、
作
業
し
て
い
る
方
々
が
歓
迎
し
て

手
を
振
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
見
学
が

終
わ
る
と
人
気
商

品
の
調
理
体
験
や

試
食
を
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
美
味
し

そ
う
に
完
食
し
て

大
満
足
な
様
子
で

し
た
。

調理体験

次の準備じゃがいも掘り

大きく育ってね
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日　

時
： 

平
成
30
年
９
月
17
日
（
月
・
敬
老
の
日
）

午
前
10
時
～

場　

所
：
総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
集
会
室

（
手
品
、
踊
り
、
歌
、
ダ
ン
ス
、
楽
器
演
奏
な
ど
）

※ 

出
演
者
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
館
内
チ
ラ
シ

等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

館
内
の
空
調
設
備

改
修
工
事
も
終
了
し
、

利
用
者
の
皆
様
に
快

適
な
１
日
を
過
ご
し

て
頂
け
る
憩
い
の
場

所
と
し
て
、
是
非
、

総
合
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

『
第
３
回 

敬
老
の
集
い
』
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

特
別
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

７
月
12
日
（
木
）、
板
倉
町
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
、
第
18
回
輪
投
げ
大
会
（
主
催
：
板
倉
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

荻
野
美
友
）
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
大
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
健
康
増
進
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
36

チ
ー
ム
総
勢
約
２
３
０
名
の
会
員
が
集
い
ま
し
た
。

　

競
技
が
始
ま
る
と
、
輪
投
げ
の
音
と
と
も
に
歓
声

が
響
き
渡
り
、
会
場
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝
：
泉
野
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
Ｂ

準
優
勝
：
梅
の
木

第
３
位
：
原
宿
長
寿
会
Ｄ

第
４
位
：
あ
け
ぼ
の
み
ど
り
会
Ａ

第
５
位
：
泉
野
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
Ａ

　

上
位
３
チ
ー
ム
が
邑
楽
郡
の
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

輪
投
げ
大
会

★ 

ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル

�

七
夕
飾
り 

★

　

北
学
童
ク
ラ
ブ
、
み
つ
ば
ち
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
毎

年
、
ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル
に
展
示
す
る
七
夕
飾
り
の
作

成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
飾
り
作
り
は
み
ん
な
で
協

力
し
て
作
成
し
、低
学
年
は
指
導
員
に
教
わ
り
な
が
ら
、

高
学
年
は
本
を
見
な
が
ら
手
の
込
ん
だ
七
夕
飾
り
を

作
り
ま
し
た
。
飾
り
方
も
綺
麗
に
見
え
る
よ
う
に
児

童
達
が
考
え
な
が
ら
飾
り
付
け
、
短
冊
も
願
い
を
込

め
て
一
生
懸
命
書
い
て
い
ま
し
た
の
で
願
い
が
叶
う

事
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル
で

の
展
示
期
間
は
７
月
２
日

（
月
）～
８
月
７
日
（
火
）

で
す
。
是
非
、
会
場
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

８
月
15
日(

水)

・
16

日(

木)

は
、
お
盆
中
の
た

め
、
特
別
休
館
と
な
り
ま

す
。（
た
だ
し
、
事
務
所
は

通
常
業
務
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。）

▲優勝 泉野エバーグリーンクラブＢチーム
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お 知 ら せ ／ 掲 示 板

この機関紙は共同募金配分金により発行されています。

〒374-0132  板倉町大字板倉3411-1417
TEL  82-3900　FAX  82-3759
URL  http://www15.wind.ne.jp/̃g-itakurashakyo/

板倉町社会福祉協議会社会福祉
法　　人発行

職　
　

種　

事
務
職　

募
集
人
員　

１
名

給　
　

与　
�

月
給
１
４
２
，７
０
０
円
・
残
業
手
当
等
有

（
社
会
保
険
等
加
入
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

休　
　

日　

週
休
２
日
制（
土
、日
）・
祝
祭
日
・
年
末
年
始

応
募
資
格　

�

普
通
自
動
車
免
許
取
得
者
・
簡
単
な
Ｐ
Ｃ
使

用
可
能
な
か
た（
年
齢
不
問
）

提
出
書
類　

履
歴
書

採
用
期
間　

平
成
30
年
９
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

受
付
期
間　

平
成
30
年
８
月
15
日（
水
）ま
で

【
提
出
・
問
合
せ
先
】　

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会〔
総
務
係
〕

　
　
　
　
　
　
　
　

（
板
倉
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
82
‐
３
９
０
０

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職
員
募
集
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◎
福
祉
車
両
貸
出

　

車
イ
ス
の
ま
ま
乗
る
こ
と
の
で
き
る
福
祉
車
両

の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
お
出
か
け
や
お
買
物
、
通
院
や

旅
行
等
の
日
常
生
活
の
利
便
性
を
図
る
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

①�

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
、
車
イ
ス
で
日
常

生
活
を
行
う
か
た

②�

高
齢
の
た
め
、
車
イ
ス
で
日
常
生
活
を
行
う
か
た

③ 

傷
病
等
で
、
一
時
的
に
車
イ
ス
で
日
常
生
活
を

行
う
か
た

申�

込
書　

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

費　

用　

燃
料
代
（
１
㎞
10
円
）

◎
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
か
た
等
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
み
ず
ほ
会
が
お
弁
当
を
届
け
ま
す
。

対
象
者

①�

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
か
た

②�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

③�

充
分
な
調
理
及
び
食
事
が
行
え
ず
健
康
を
損
な

い
や
す
い
高
齢
者

費　

用　

無
料

お�

届
日　

毎
月
第
３
土
曜
日
の
昼
ご
ろ

◎
音
訳
サ
ー
ビ
ス

　

町
内
視
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
提
供
を
目
的
に
、

町
広
報
誌
の
音
訳
Ｃ
Ｄ
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
か
た

費　

用　

無
料

貸�

出
方
法　

毎
月
郵
送
に
て
音
訳
Ｃ
Ｄ
を
送
付
い

た
し
ま
す
。（
要
返
却
）

各
種
お
申
込
・
問
合
せ

　

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会
〔
地
域
福
祉
係
〕

　

☎
82

－

３
９
０
０

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

み
な
さ
ま
の
善
意
に
感
謝
し
ま
す

　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
寄
付
品
】

◇
匿
　
名
　
様

タ
オ
ル
　
１
５
０
本

◇
針
谷
　
泰
子
　
様

足
ふ
き
マ
ッ
ト
　
２
枚

（
平
成
30
年
５
月
〜
７
月
）

奉
仕
銀
行
・
寄
付
報
告

あ
っ
た
か
い

心

　

本
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
常
日
頃
よ
り
格
別
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

福
祉
の
推
進
を
図
り
、﹁
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
﹂
の
実

現
を
目
指
し
、
住
民
自
ら
が
参

加
し
、
考
え
な
が
ら
実
行
す
る

民
間
の
福
祉
団
体
で
す
。
町
内

の
知
識
経
験
者
・
団
体
の
代
表

者
等
が
、
理
事
・
監
事
・
評
議

員
と
し
て
運
営
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　

事
業
の
実
施
や
、
組
織
運
営

の
た
め
の
主
な
財
源
は
、
皆
さ

ま
か
ら
の
会
員
会
費
や
町
か
ら

の
補
助
金
等
で
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

特
別
会
員
会
費
の
使
途

○　

社
協
だ
よ
り
の
発
行

○　

福
祉
団
体
等
へ
の
助
成

○　

地
域
支
援
事
業
の
経
費

○ 　

い
た
く
ら
福
祉
ま
つ
り
の

経
費

○　

福
祉
車
両
貸
出
経
費

○　

講
座
開
催
経
費　

な
ど

※　

特
別
会
員
と
は
、
本
会
の

趣
旨
に
賛
同
し
、
特
別
会
費
１

口
５
，
０
０
０
円
を
ご
協
力
い

た
だ
い
た
篤
志
家
・
会
社
及
び

個
人
を
い
い
ま
す
。

　

尚
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
法

人
・
事
業
所
・
個
人
名
を
、
社

協
だ
よ
り
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
が
、
会
員
会
費
募
集
の
お

願
い
に
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
会
費
が
地
域
の
福
祉
を
さ
さ
え
ま
す

平
成
30
年
度
社
協
特
別
会
員
会
費
募
集
の
お
願
い

地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
、

特
別
会
員
会
費
募
集
に
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


